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VOICE

谷
　
典
芳  

理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
　
理
事
長
　
谷
　
典
芳

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県タイヤ商工協同組合

代表者名：谷　典芳

設立年月：1944年 7月

組合員数：81

住　　所：名古屋市昭和区滝子町

　　　　　30番 16号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
の
昭
和
19
年
７
月
、
ゴ
ム
類
の

統
制
時
代
に
原
材
料
の
調
達
と
円
滑
な
タ
イ
ヤ
修
理
の
確
保

の
た
め
、「
愛
知
県
タ
イ
ヤ
再
生
施
設
組
合
」
と
し
て
発
足

し
た
の
が
組
合
の
始
ま
り
で
す
。

　
戦
後
は
、
急
速
な
自
動
車
産
業
の
進
歩
に
よ
り
、
移
り
変

わ
る
組
合
員
の
事
業
の
内
容
に
合
わ
せ
、
昭
和
22
年
、
昭
和

35
年
、
昭
和
44
年
、
昭
和
48
年
と
４
回
に
わ
た
り
名
称
を
変

更
し
、
昭
和
58
年
６
月
に
現
在
の
「
愛
知
県
タ
イ
ヤ
商
工
協

同
組
合
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
タ
イ
ヤ
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
組
合
の
歴
史
は
半
世
紀
を

超
え
、
現
在
、
組
合
を
構
成
す
る
組
合
員
は
、
自
動
車
タ
イ

ヤ
の
販
売
と
整
備
を
主
体
と
す
る
愛
知
県
下
の
タ
イ
ヤ
プ
ロ

シ
ョ
ッ
プ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
組
織
と
し
て
、
総
会
、
理
事
会
の
他
に
、
流
通
収

益
確
立
委
員
会
、
安
全
整
備
教
育
委
員
会
、
総
務
委
員
会
、

青
年
部
会
を
設
置
し
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位
及
び
知
識
や

技
術
力
の
向
上
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
組
合
設
立
当
初
は
、
再
生
タ
イ
ヤ
や
タ
イ
ヤ
の
修
理
を
メ

イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
主
に
教
育
情
報

提
供
事
業
、福
利
厚
生
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
運
動
の
実
施
、
講
習
会
の
開
催
、
市
況
・
景
況
調

査
の
実
施
、
機
関
紙
「
愛
知
タ
協
だ
よ
り
」
を
通
じ
た
情
報

提
供
、
各
種
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
で
す
。

　
先
月
８
日
は
「
タ
イ
ヤ
の
日
」
で
し
た
が
、
ご
存
知
で
す

か
？
タ
イ
ヤ
業
界
で
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
開
催

に
あ
わ
せ
、
タ
イ
ヤ
の
大
切
さ
や
正
し
い
使
用
方
法
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
交
通
安

全
に
貢
献
し
た
い
と
の
願
い

か
ら
、
４
月
の
８

（
わ
）
の
日
を

輪
（
タ
イ
ヤ
）

と
か
け
て
「
タ

イ
ヤ
の
日
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
無
料
タ
イ
ヤ
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
不
正
改
造
を
排
除

す
る
運
動
、
車
輪
脱
輪
事
故
防
止
や
自
動
車
点
検
推

進
運
動
、
違
法
広
告
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
も
関
係
団
体
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
組
合
員
が
日
常
的
に
行
う
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
に
空
気
を
充

て
ん
す
る
作
業
は
、
高
圧
の
空
気
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、

危
険
が
伴
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
業
の
従
事
者
に
対
し
て

特
別
教
育
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
組
合
で

は
、
毎
年
２
回
「
タ
イ
ヤ
空
気
充
て
ん
業
務
者
特
別
教
育
講

習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
に
安
心
や
安
全
を
提
供
す
る
タ
イ
ヤ
の

プ
ロ
で
あ
る
私
た
ち
自
ら
が
、
安
全
に
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
は
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
し

て
受
講
を
呼
び
か
け
、
昨
年
は
93
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
習
会
の
指
導
員
を
組
合
青
年
部
会
の
会
員
が
中

心
と
な
っ
て
務
め
、
若
手
が
事
業
の
運
営
を
学
ぶ
よ
い
機
会

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
組
合
員
の
会
社
経
営
に
役
立

つ
情
報
の
案
内
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
情
報
は
、
経

営
を
優
位
に
展
開
す
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
情

報
の
収
集
に
も
提
供
に
も
、
組
合
の
つ
な
が
り
は
有
益
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
特
殊
整
備
を
行
う
、
愛
知
県
自
動
車
車
体
整
備

協
同
組
合
、
愛
知
県
自
動
車
電
装
品
整
備
商
工
組
合
、
私
た

ち
愛
知
県
タ
イ
ヤ
商
工
協
同
組
合
の
３
つ
の
団
体
で
の
定
期

的
な
連
絡
会
の
開
催
も
、
組
合
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
取

り
組
み
の
一
つ
で
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
最
近
は
、
料
理
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
健
康
が
気
に
な
り

は
じ
め
た
こ
ろ
、
息
子
か
ら
家
の
中
で
で
き
る
趣
味
を
す
す

め
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
始
め
ま
し
た
。

　
食
事
作
り
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
野
菜
を
摂
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
す
。
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
や
お
で
ん
、
野

菜
ス
ー
プ
等
を
作
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
や
っ
て
み
る
と
楽
し
い
で
す
ね
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
作
っ
た 

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
盛
り
付
け
た
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
は
、
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。
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拝見　組合活動

組合のメリットを活かしながら、さらなる発展を目指して真摯に事業に取り組んでいる事例を
ご紹介します

絞技法の後継者育成により伝統産業の振興を図る

愛知県絞工業組合

◇ 組合設立の背景
　絞り技法は江戸末期までに 100 種類以上が誕生し、長い歳月にわたり脈々と受け継がれてきた。
　昭和初期には物質統制で原料の入手が困難となり一時的に衰退。その後、高度経済成長期に需要が増加した
ため、10 万人の職人がいたのにもかかわらず生産
が追いつかず、国外に工程の一部を移管するほど盛
況であった。しかし、昭和 50 年代に入ると国内の
欧米型生活様式が定着したことにより、和装離れや
海外製品の普及、低価格化が進み、業界環境が悪化
した。それを受けて、海外に移管した工程を国内に
戻し、有松・鳴海絞りの産業を守ることを目的とし
て愛知県絞工業組合を設立した。

◇ 組合事業活動のポイント
【技術伝承を目指して後継者育成に注力】

　以前は補助金を活用して新製品の開発や販促活動を行っていたが、需要低迷（昭和 50 年比で非繊維の残存
率 25％・繊維の残存率 15％）にともない収支均衡が困難となり、ピーク時は 10 万円／月（一部大手組合員）
まで増加した賦課金による補填も限界に達した。しかしながら、地域産業を維持するためには組合の存続が必
要不可欠であるとの見地から、以降は技術伝承事業に専念した活動を行うこととなった。
　当組合は、10 年後には有松・鳴海絞りが消滅するという危機感を抱き、平成 22 年に後継者育成事業を開始。
この事業は、１年かけて１つの技法を習い、５年間の修行期間を経て独り立ちをする仕組みとなっている。現
在は 30 名が５年間の研修を修了し、絞り職人として従事しており、さらに 45 名ほどが研修中である。職人
となった後は、組合が仕事を提供するなどの独自色がある。参加者の多くは、職
人や伝統工芸士として次世代に有松・鳴海絞りを伝えていきたいと考えており、
後継者育成事業の効果は大きい。５年間で一定の成果を得るために、14 日ごと
に宿題が与えられ各々の成果物について意見交換を行う等、密度が高く活発な研
修を開催。原材料は組合が提供しているが、当初３年間は原材料の実費分を研修
者が負担している。
　また、地元小学生が参加する行事の開催等の普及活動も別途実施している。

◇ 今後の展開
　育成した後継者たちが持続的に活動を続けていくためには、販路の開拓・拡大が欠かせない。有松町は、東
海道沿いに今なお数多くの伝統的な建物が残っていること等から「まち」として注目を浴びており、平成 28
年７月には重要伝統的建造物群保存地区に選定された。今後も有松・鳴海絞りを PR する活動や技術伝承事業
を盛んに行うことにより、地域と伝統産業を併せて盛り上
げていきたいと考えている。
　なお、地域の観光による振興については、別法人である

「有松まちづくりの会」が中心となって活動を行っている。
当組合の理事長は同会でも中心的役割を担っており、有松
を観光地として育成し、当地に国内外からの観光客誘致に
積極的に取り組んでいる。

（全国中小企業団体中央会　中小企業組合ガイドブック）

〒 458-0924

愛知県名古屋市緑区有松町 3405

TEL. 052-621-1797

URL  http://arimatsu-narumishibori.com/ikusei.html

設立年月日  昭和 42 年 12 月 18 日

出資金  1,475,000 円　　組合員数  19 名

業種  絞製造業および絞加工業

組
　
合
　
概
　
要

絞り技術者育成講習会の模様

講習会で生徒が作成した作品
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中小企業トピックス '19 in May

軽減税率制度は、多くの事業者の方に関係があります！！
年 月１日から、消費税及び地方消費税の税率が８％から ％に引き上げられると同時に、

消費税の軽減税率制度が実施されます。

事業者の皆様には、軽減税率制度の実施までに準備を行っていただく必要があります。

軽減税率制度や事業者支援措置について理解を深めていただくために、消費税軽減税率制度等説明
会を開催しておりますので、是非ご参加ください。

・軽減税率制度の概要、対象品目について

● 説明会の主な内容

・事業者支援措置（補助金）について

消費税軽減税率制度等説明会のご案内

● 愛知県内の税務署で開催している説明会の日程（６月分）（抜粋）

※ 国税庁ホームページには、上記説明会の日程以外
についても順次掲載しています。
右のＱＲコードからご覧ください。

・帳簿や請求書等の記載事項の変更点について 参加無料

どなたでも参加いただけますが、会場の収容人数を超える場合には、受付を終了することがありますので、あらかじめご了承ください。 

要事前申込と記載されている説明会につきましては、事前に主催税務署へ申込みが必要です。 
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パソコンマスターへの道
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ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
10
週
連
続
で
上
昇

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
発
表
し
た
４
月
22
日
時
点
の
全
国

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
148

円
40
銭
と
10
週
連
続
で
値
上
が
り
し
た
。
前
週
の
４
月
15
日

時
点
と
比
べ
る
と
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
円
20
銭
高
く
な

り
、
昨
年
の
12
月
10
日
以
来
約
４
か
月
ぶ
り
の
高
値
水
準
と

な
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
、東
海
３
県
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は（
４

月
22
日
時
点
、
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
）、
愛
知
県
が
145
円
50

銭
、（
前
週
比
50
銭
高
）、
岐
阜
県
が
148
円
70
銭
（
同
１
円
10

銭
高
）、三
重
県
が
147
円
60
銭
（
同
80
銭
高
）
と
な
っ
て
お
り
、

岐
阜
県
は
全
国
平
均
よ
り
20
銭
高
く
、
愛
知
県
で
は
逆
に
３

円
近
く
も
安
く
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
石
油
精
製
所
か
ら

の
輸
送
コ
ス
ト
が
高
い
内
陸
部
で
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
一

方
、
名
古
屋
市
周
辺
な
ど
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
激
戦
区

を
抱
え
る
愛
知
県
で
は
価
格
競
争
が
激
し
く
、
全
国
平
均
よ

り
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
10
連
休
に
入
る
直
前
の
ガ
ソ
リ

ン
の
高
値
水
準
は
、
Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
ク
ル
マ
で
行
楽
地
に
向

か
う
家
族
連
れ
や
帰
省
客
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト
負
担
増
と
し

て
重
く
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

原
油
高
の
背
景
と
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
時
期

　
10
連
休
の
直
前
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
止
ま
り
の
背
景
に

は
、
原
油
相
場
の
上
昇
が
あ
る
。
今
回
、
原
油
相
場
で
材
料

視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
イ
ラ
ン
産
原
油
の

全
面
禁
輸
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
の
秋
に
イ
ラ
ン

へ
の
経
済
制
裁
を
強
め
る
た
め
に
、
米
国
は
イ
ラ
ン
産
の
原

油
を
輸
入
し
な
い
よ
う
各
国
に
呼
び
か
け
た
。
日
本
は
半
年

間
の
猶
予
期
間
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
そ
の
期
限
が
５
月
２

日
に
迫
っ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
イ
ラ
ン
産
原
油
の

全
面
禁
輸
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、
現
在
進
行
中
の
日
米
通

商
交
渉
へ
の
け
ん
制
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
足
元
で
の

円
安
傾
向
も
相
ま
っ
て
、
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
が
上
昇
基

調
で
推
移
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　
す
で
に
１
か
月
前
の
原
油
相
場
や
為
替
水
準
を
前
提
に
、

石
油
元
売
り
大
手
は
給
油
所
へ
の
卸
価
格
を
引
き
上
げ
る
計

画
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
産
原
油
の
輸
入
の
可
否
に
関
わ
ら
ず
、
当

面
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
上
昇
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
が
ど
の
時
点
で
店
頭
価
格
を
引
き
上
げ
る
か
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
ド
の
経
営
判
断
次
第
で
あ
る
が
、

一
定
水
準
の
需
要
で
安
定
し
て
い
る
場
所
で
は
Ｇ
Ｗ
前
に
引

き
上
げ
て
い
る
所
も
あ
り
、
ま
た
、
価
格
競
争
が
激
し
い
エ
リ

ア
で
は
Ｇ
Ｗ
期
間
中
は
値
上
げ
を
我
慢
し
、
連
休
明
け
に
引
き

上
げ
る
所
も
出
て
く
る
。
５
月
１
日
の
新
元
号

「
令
和
」
の
改
元
に
合
わ
せ
て
値
上
げ
す
る
場
合

は
、
消
費
者
が
実
感
を
得
に
く
い
時
期
に
値
上

げ
し
た
い
思
惑
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
今
後
の
見
通
し

　
原
油
相
場
が
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
転
嫁

さ
れ
る
に
は
、
通
常
１
～
２
カ
月
の
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
。
４
月
下
旬
時
点
で
の
原
油
相
場
と

為
替
相
場
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と

も
７
月
頃
ま
で
は
高
止
ま
り
す
る
可
能
性
が
高

い
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
夏
場
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
北
半
球
の
主
要
先
進
国
が
行
楽
シ
ー
ズ

ン
に
入
る
た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
も
増
加
す
る

時
期
に
あ
た
る
。
そ
う
し
た
時
期
に
、
イ
ラ
ン

産
原
油
の
禁
輸
に
加
え
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な

ど
の
産
油
国
が
増
産
に
踏
み
切
る
可
能
性
が
低

い
こ
と
か
ら
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て
原
油

相
場
は
上
が
り
や
す
く
下
が
り
に
く
い
環
境
が

続
く
だ
ろ
う
。

　
今
年
の
Ｇ
Ｗ
期
間
は
人
手
不
足
に
伴
い
、
物

流
費
や
人
件
費
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し

た
コ
ス
ト
を
小
売
価
格
に
転
嫁
す
る
動
き
も
出

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。
新
元
号
に
移
行
す
る

前
後
で
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
食
品
価
格
の
値
上

げ
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
夏
場
か
ら
秋
口
に
か
け

て
も
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
可
能
性
は
あ

る
。
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
半
分
近
く
は
税
金
で
は

あ
る
が
、
残
り
半
分
強
を
占
め
る
本
体
価
格
の

コ
ス
ト
も
上
が
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
夏
場
か
ら
秋
口
に
か
け
て
１

割
近
く
上
が
る
可
能
性
も
あ
る
と
み
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
１
リ
ッ
ト
ル
160

円
近
く
ま
で
上
昇
す
る
可
能
性
も
想
定
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

原
油
相
場
と
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
見
通
し

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
繊維・同製品：人手不足で求人しても我々の業界には集まらない。
募集単価と仕事内容の問題か。得意先への撚糸単価上昇交渉を
地道に続けるしかない。
輸送機器：国内外ともに大きな変動もなく緩やかに推移するな
か、人件費、資材価格の上昇あり。コスト高は否めない。人材
の不安定感は引き続き継続中。
その他（工業用模型）：働き方改革の影響で仕事量が減少してい
る。１〜２か月先までしか動きが読めない現状にある。試行錯
誤している会社が多いようにみられる。
【非製造業】

商店街：消費税アップが目前に迫り、買い控え等、商店街を取
り巻く環境は不透明。今後年号変更に伴う大型連休対策等を実
施して、一層の活性化を図っていくよう準備していく。
建設：３月末締の民間工事は少なめで操業度は減少し、収益も
減少している。
運輸：働き方改革対応に向け各社運賃交渉等努力している。一
部引き上げ成功との声もあり、対応が始まっている。

【製造業】
繊維・同製品（東京都）：春物の衣料品に動きがあったものの総
じて芳しくない。深刻化する人手不足や経営者の高齢化、後継
者不足等により休業・廃業する事業者が増えている。
輸送機器（神奈川県）：LNG 船は日本のお家芸だったが、今年初
め時点の受注残は 136 隻中 100 隻を韓国勢が受注、日本は 15 隻。
世界首位と３位が統合を発表、規模を活かした攻勢を仕掛けて
くる兆候が表れた。
その他・漆器（富山県）：売上高の減少が業界に大きな影響を与
えている。経営が厳しく、従業員の雇用が困難になりつつある。

【非製造業】
商店街（兵庫県）：人員不足に苦しむ組合員が増えた。梅が見頃
を迎えたことと天候もあり、にぎわっている様子もうかがえた。
建設（鹿児島県）：働き方改革による従業員の休日確保方法が検
討課題である。時期によっては休日確保が難しく、発注官庁に
よっては週休２日も推進しており、どう対応すべきか検討する
企業が増えている。
運輸（山形県）：時期的に引っ越しが多かったが、人手不足もあ
り応えられない注文があった。燃料の値上がりも心配され、先
行きが怪しくなっている。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2019 年 3 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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インフォメーション

おしらせ

「2019年工業統計調査」に御回答をお願いします

製造業を営む皆様へ
　総務省・経済産業省では、６月１日現在で「2019 年工業統計調査」を実施します。
　この調査は、製造業を営む事業所を対象に、１年間の生産活動に伴う製造品の出荷額、原材料使用額な
どを調査し、製造業の実態を明らかにすることを目的としています。
　本調査は、国の重要な統計調査であり、調査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料とし
て使われるほか、大学や民間の研究機関、小・中・高等学校の教材など広く利用されています。
　調査をお願いする事業所には、本年５月中旬から統計調査員が調査票を持ってお伺いするか、または国
から直接郵送で届きますので、御回答いただきますようよろしくお願いいたします。
　なお、調査票については、統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されます。
調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。

「工業統計調査」に関する情報は、
「Web 統計あいち」（http://www.pref.aichi.jp/toukei/）で検索してください。

○お問合せ先：愛知県県民文化局県民生活部統計課工業統計グループ　　電話　052-954-6106

　新技術・新商品の開発や新サービスの提供などの新事業展開に取り組む中小・小規模企業の販路開拓、
資金調達、事業提携及び共同研究などを支援する「ビジネスプラン発表会 2019」を 2019 年 10 月 17 日 ( 木 )
に開催するため、この発表会で発表していただく中小・小規模企業を募集します。

【ビジネスプラン発表会】
　東海三県の中核的支援機関と共同して開催するもので、発表会のほか発表企業の新商品等の展示や来場
者との商談会も併せて行います。

【応募資格】
　新技術・新商品の開発や新サービスの提供など新事業展開に関するビジネスプランを有する県内の法人
又は個人事業主

【募集期間】
　2019 年５月７日 ( 火 ) から５月 31 日 ( 金 ) 午後５時まで

【特典】
　当機構が選定した発表企業のうち優れたビジネスプランと評価された企業については、日本最大級の異
業種交流展示会「メッセナゴヤ 2019」への出展支援を行います。

【問合せ先】
　公益財団法人あいち産業振興機構　創業・新事業育成グループ　担当：坂本　　電話　052-715-3075
　詳細は、http://www.aibsc.jp/tabid/459/Default.aspx をご覧ください。

「ビジネスプラン発表会 2019」の発表企業を募集します

　平成 31 年度「ものづくり・商業・サービス高度連携促進補助金」の公募を以下のとおり開始しました。
１．事 業 概 要　�　本事業は、中小企業・小規模事業者等が連携して取り組む、生産性向上や地域経済へ

の波及効果拡大に資する革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う
ための設備投資等を支援するものです。（１者のみの応募はできません。）

２．公 募 期 間　2019 年 4 月 23 日（火）～ 6 月 24 日（月）〔当日消印有効〕
３．事業の詳細

【企業間データ活用型】 【地域経済牽引型】

　複数の中小企業・小規模事業者等が、事業者間でデー
タ・情報を共有し、連携体全体として新たな付加価値の
創造や生産性の向上を図るプロジェクトを支援。

（補助上限額：2,000 万円／者、補助率：1/2）

　複数の中小企業・小規模事業者等が、地域未来投資促
進法に基づく地域経済牽引事業計画の承認を受けて連携
して事業を行い、地域の特性を生かして、高い付加価値
を創出し、地域経済の波及効果をもたらすプロジェクト
を支援。

（補助上限額：1,000 万円／者、補助率：1/2）
※詳細につきましては、愛知県中央会 HP（http://www.aiweb.or.jp/）をご覧ください。

平成 31年度「ものづくり · 商業 · サービス高度連携促進補助金」の公募について



中央会あいち　2019年５月　 8

インフォメーション

おしらせ

中小企業組合等課題対応支援事業のご案内
　中小企業単独では解決困難なテーマ（生産性の向上、取引力の強化、海外展開、既存事業分野の活力向上、情報化の促進、
技術・技能の継承等）について、中小企業連携グループが改善・解決を図り、新たな活路開拓を目指すプロジェクトを支
援します。

【補助対象事業】
中小企業組合等活路開拓事業
・調査研究型 …新分野に進出するための調査 ･ 研究､ 将来ビジョンの策定
・実現化型…構想やビジョンをカタチにするため、試作開発や実証実験を通じて、実現化 ･ 具現化しようとするもの等
・展示会等求評型…試作品や新製品を国内 / 海外の展示会等に出展、または開催して販路開拓戦略を構築するもの等
組合等情報ネットワークシステム等開発事業
・�基本計画策定事業…情報ネットワークシステムを構築する前提となる組合事業等の業務分析、計画立案、RFP（提案依頼書）

策定等の調査研究のためのプロジェクト
・�情報システム構築事業…情報ネットワークシステムの構築、メンバー向け業務用アプリケーションシステムの開発、普

及のためのプロジェクト
【募集期間】　応募開始：2019 年 4 月 1 日（月）

　　　　　　第 2 次締切：2019 年 7 月 1 日（月）（消印有効）※第 1 次は 5 月 7 日に締め切りました。
【補助率 ･ 補助金額】補助対象経費総額の 10 分の 6 以内（※プロジェクトにより条件があります）

詳しくは、全国中小企業団体中央会 HP(https://www.chuokai.or.jp/josei/kadai/entry 2019/2019kadaitaiou_project2.html）
をご覧ください。

【お問い合せ】　東京都中央区新川 1-26-19 全中・全味ビル　全国中小企業団体中央会　振興部
　　　　　　　Tel　03-3523-4905

日 時間 イベント名 場所
6 月 4 日（火） 15：00 愛知県中央会　第 64 回通常総会 キャッスルプラザ
6 月 4 日（火） 17：00 　　　〃　　　　　　　　懇親会 キャッスルプラザ
6 月 4 日（火） 14：30 青年中央会　通常総会及び教育情報事業 キャッスルプラザ
6 月 12 日（水） 16：30 愛知県官公需適格組合受注確保協議会　通常総会 TKP 名駅桜通口カンファレンスセンター
6 月 20 日（木） 14：30 あいち女性中央会　通常総会 キャッスルプラザ

中
央
会

イベントカレンダー

イベントレポート

　石の掘出し市「団吉くんまつり」が４月 20 日（土）、21 日（日）の２日間にわたり、岡崎石工団地において開催されました。
　平成 10 年から始まった石の掘り出し市ですが、来場者から名前を募集した組合のキャラクター「石丸団吉」くんが誕生し
てからは、「団吉くんまつり」と名称を変え、岡崎市の特産品
である石製品を PR するお祭りとして、毎年開催されています。
　優れた素材と匠の技でつくられた石製品がお値打ちな価格
で出品される他、巨石割りや水切り石で遊ぶ体験ができる等、
石にまつわる様々な企画が催され、訪れた多くの人々で賑わっ
ていました。

第 22 回岡崎石工団地　団吉くんまつり　開催
岡崎石工団地協同組合

　愛知県中小企業団体中央会ホームページ「AI WEB」にものづくり補助金採
択企業を紹介する「愛知ものづくり企業コーナー」を開設しました。
　採択企業の「自社の強み」「製品」及び「機械設備」を紹介しております。
　様々な業種の技術等が掲載されていますので、新しい取引先をお考えの方
は、是非参考にして頂ければ幸いです。

http://www.aiweb.or.jp/mono/

新しい取引先をお考えの企業様へ



愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2019 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：労働企画部　TEL : 052－485－6811

〒491－0873  一宮市せんい三丁目２番18号
ＴＥＬ　〈0586〉77－0311
ＦＡＸ　〈0586〉77－2493

理　事　長　　佐々木　久　直

協同組合一宮繊維卸センター
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0120-00-9967
受付時間 平日9:00～17:00

〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶
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